
　
９
月
16
日
よ
り
定
例
会
が
行

わ
れ
、
行
政
報
告
、
平
成
26
年

度
決
算
の
認
定
、
報
告
３
件
、

同
意
１
件
、
議
案
11
件
、
発
議

４
件
等
を
審
議
の
結
果
、
原
案

ど
お
り
全
て
を
可
決
し
、
17
日

に
閉
会
し
た
。

　
質
疑
の
主
な
も
の
は
、
次
の

と
お
り
。

◎
議
案
第
１
号
　
幌
延
町
手
数

料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
初
回
交
付
手
数
料
が
当
面
の

間
無
料
と
委
員
会
で
説
明
が

あ
っ
た
が
、
い
つ
ま
で
と
い
う

考
え
な
の
か
。

　
失
く
し
た
場
合
、
再
交
付
手

数
料
が
か
か
る
が
、
有
効
期
限

の
10
年
が
切
れ
た
後
に
つ
い
て

は
、
国
で
は
っ
き
り
し
た
考
え

を
示
し
て
い
な
い
。

　
再
交
付
手
数
料
８
百
円
の
内

訳
は
。

　
作
成
費
用
、
郵
送
経
費
等
で
、

国
か
ら
示
さ
れ
た
原
価
で
設
定

し
て
い
る
。

◎
議
案
第
６
号
　
平
成
27
年
度

幌
延
町
一
般
会
計
補
正
予
算

　
旧
中
央
保
育
所
を
物
品
庫
と

す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
ど
の

よ
う
な
物
を
納
め
る
の
か
。

　
主
に
防
災
関
係
の
食
糧
、
毛

布
な
ど
と
、
各
課
の
物
品
。

　
旧
中
央
保
育
所
だ
と
、
管
理

や
警
備
の
人
が
い
な
い
。
管
理

面
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
施
錠
だ
け
の
管
理
に
な
る
。

再
度
検
討
し
て
簡
単
に
入
れ
な

い
よ
う
考
え
る
。

　
物
品
庫
と
し
て
、
旧
保
育
所

を
ど
の
く
ら
い
の
期
間
使
用
す

る
の
か
。

　
中
央
保
育
所
が
使
え
る
ま
で
。

　
補
修
し
な
が
ら
で
も
使
う
の

か
。

　
お
金
が
か
か
る
補
修
が
必
要

と
な
れ
ば
、
そ
の
時
点
で
考
え

る
。

　
基
金
の
使
い
道
等
の
町
長
の

考
え
方
は
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
基
金
の
名
目
に

あ
て
て
、
基
金
を
ど
の
よ
う
に

使
う
か
と
い
う
こ
と
を
議
会
と

も
相
談
し
な
が
ら
、
メ
リ
ハ
リ

を
つ
け
た
財
政
運
営
を
し
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
空
き
家
・
空
き
地
現
状
調
査

を
し
て
、
ど
う
利
用
し
た
い
と

い
う
考
え
な
の
か
。

　
売
買
の
斡
旋
だ
っ
た
り
、
売

る
売
ら
な
い
の
可
否
等
、
民
間

業
者
に
意
向
確
認
の
調
査
を
し

て
も
ら
う
。
ど
う
い
う
形
で
あ
っ

た
ら
町
と
し
て
利
用
価
値
が
あ

る
か
も
含
め
、
今
後
検
討
す
る
。

◎
議
案
第
８
号
　
平
成
27
年
度

幌
延
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算

　
出
産
一
時
金
の
増
額
内
容
は
。

　
当
初
予
算
で
２
名
分
84
万
円

を
計
上
し
た
が
、
決
算
見
込
み

で
５
名
を
予
定
。
そ
の
内
１
名

は
予
備
費
で
対
応
し
、
残
り
２

名
分
84
万
円
を
増
額
補
正
し
た
。

　
特
定
健
康
診
断
は
な
ぜ
減
額

さ
れ
た
の
か
。

　
当
初
２
百
60
名
分
予
定
し
て

い
た
が
、
１
百
39
名
の
実
施
と

な
っ
た
。
電
話
等
で
実
施
勧
奨

も
し
て
い
る
が
、
今
後
も
Ｐ
Ｒ

に
努
め
て
い
き
た
い
。

◎
発
議
第
１
号
　
幌
延
町
議
会

会
議
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い

て　
議
会
に
お
け
る
欠
席
の
届
出

の
取
扱
い
に
関
し
て
、
出
産
の

場
合
の
欠
席
届
に
つ
い
て
新
た

に
規
定
す
る
。

◎
発
議
第
２
号
　
幌
延
町
議
会

傍
聴
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い

て　
議
会
傍
聴
席
に
持
ち
込
む
こ

と
を
禁
止
し
て
い
た
「
杖
」
を

削
除
し
、
ま
た
、「
児
童
及
び
乳

幼
児
は
傍
聴
席
に
入
る
こ
と
が

出
来
な
い
。
但
し
、
議
長
の
許

可
を
得
た
場
合
は
こ
の
限
り
で

は
な
い
。」
と
あ
る
規
定
も
、
開

か
れ
た
議
会
を
目
指
す
考
え
か

ら
削
除
す
る
。

幌
延
町
議
会

定
例
会

第７回

９月16日～17日

■
行
政
報
告―

町
長

①
幌
延
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い

て　
今
年
１
月
に
創
生
本
部
を

立
ち
上
げ
、
22
名
の
町
民
の

皆
様
に
よ
る
創
生
会
議
を
こ

れ
ま
で
４
回
開
催
し
、
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
の
原
案
、
総
合
戦

略
の
骨
格
を
ま
と
め
た
。
今

後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

等
を
行
い
、
10
月
末
の
完
成

を
目
指
す
。

②
幌
延
町
表
彰
条
例
に
基
づ

く
町
民
顕
彰
に
つ
い
て

　
町
民
の
誇
り
と
自
信
を
高

め
る
と
と
も
に
、
豊
か
な
心

と
実
践
力
を
育
む
こ
と
を
目

的
と
し
、
町
民
の
善
行
又
は

努
力
に
対
す
る
顕
彰
を
本
年

４
月
か
ら
実
施
す
る
こ
と
と

し
た
。
７
月
８
日
に
、
本
年

度
第
１
回
の
表
彰
者
15
名
に

表
彰
状
贈
呈
を
行
っ
た
。
受

賞
者
は
、
小
学
生
の
登
校
の

見
守
り
活
動
を
実
践
さ
れ
た

方
、
町
内
で
発
生
し
た
火
災

の
初
期
消
火
や
消
火
活
動
に

協
力
さ
れ
た
方
々
、
長
年
に

わ
た
り
保
育
所
の
行
事
に
プ

レ
セ
ン
ト
を
寄
付
さ
れ
た
方

で
あ
る
。

■
教
育
行
政
報
告―

教
育
長

①
学
校
教
育
で
は
、
中
学
校

体
育
文
化
連
盟
等
主
催
の
各

種
大
会
に
幌
延
・
問
寒
別
の

各
中
学
校
か
ら
生
徒
が
出
場

し
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
た
。

②
社
会
教
育
で
は
、
夏
休
み

中
、
子
ど
も
達
の
望
ま
し
い

生
活
習
慣
の
定
着
を
図
る
た

め
、
朝
活
事
業
を
開
催
し
た
。
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◆
歳
出

〈
総
務
費
〉

（
高
橋
委
員
）
職
員
研
修
事
業
の

支
出
が
、
な
ぜ
減
額
に
な
っ
た

の
か
。

（
梶
総
務
Ｇ
主
査
）
新
入
職
員
向

け
研
修
を
３
回
実
施
す
る
予
定

だ
っ
た
が
、
１
回
、
１
日
の
研

修
で
終
了
し
た
た
め
。

（
鷲
見
委
員
）
社
会
保
障
・
税
番

号
制
度
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
費

２
百
16
万
円
は
、
当
初
計
画
に

比
べ
少
な
く
な
っ
て
い
な
い
か
。

（
梶
総
務
Ｇ
主
査
）
決
算
書
上
、

ペ
ー
ジ
が
複
数
に
ま
た
が
っ
て

お
り
、
総
務
で
実
施
し
た
整
備

事
業
に
つ
い
て
は
予
算
額
ど
お

り
執
行
し
て
い
る
。

〈
民
生
費
〉

（
高
橋
委
員
）
北
星
園
の
民
営
化

支
援
事
業
の
委
託
費
５
百
50
万

８
千
円
の
改
修
内
容
は
。

（
村
上
保
健
福
祉
Ｇ
主
幹
）
安
心

生
産
農
園
の
施
設
の
ト
イ
レ
の

水
洗
化
、
シ
ャ
ワ
ー
室
の
新
設
。

（
植
村
委
員
）
冬
の
生
活
支
援
で
、

燃
料
費
助
成
の
基
準
の
見
直
し

は
あ
る
の
か
。

（
村
上
保
健
福
祉
Ｇ
主
幹
）
28
年

度
ま
で
の
期
限
付
き
の
制
度
で
、

終
了
後
、
さ
ら
に
続
け
て
い
く

の
か
検
討
が
必
要
。
現
段
階
で
、

灯
油
価
格
が
幾
ら
に
な
っ
た
ら

改
正
す
る
と
か
の
基
準
は
な
い
。

〈
衛
生
費
〉

（
斎
賀
委
員
）
狂
犬
病
予
防
対
策

事
業
の
犬
の
糞
を
と
る
袋
は
、

ど
う
い
う
方
を
対
象
に
配
付
し

て
い
る
の
か
。

（
岡
田
生
活
環
境
Ｇ
主
幹
）
春
の

集
団
予
防
接
種
に
来
た
方
と
、

新
規
で
犬
を
飼
わ
れ
た
方
に
配

付
し
て
い
る
。

（
斎
賀
委
員
）
保
険
衛
生
管
理
費

の
手
数
料
９
千
円
の
内
訳
は
。

（
藤
田
町
民
課
長
）
斎
場
の
浄
化

槽
の
検
査
手
数
料
８
千
円
と
、

猫
１
匹
の
焼
却
手
数
料
１
千
円

の
合
計
９
千
円
。

〈
土
木
費
〉

（
吉
原
委
員
）
町
道
の
穴
ぼ
こ
が

大
き
く
て
、
ト
ラ
ク
タ
ー
で
走
っ

て
い
る
と
結
構
危
険
な
場
所
が

あ
る
。
予
算
を
増
や
し
て
、
直

し
て
も
ら
い
た
い
。

（
植
村
施
設
Ｇ
主
幹
）
巡
回
等
で

見
て
、
応
急
的
に
出
来
る
も
の

は
や
る
が
、
数
が
多
す
ぎ
て
手

が
ま
わ
ら
な
い
状
況
。
来
年
も

状
況
を
見
な
が
ら
、
補
修
を
し

て
い
き
た
い
。

（
斎
賀
委
員
）
河
川
管
理
費
は
何

人
分
の
賃
金
で
、
樋
門
、
樋
管

そ
れ
ぞ
れ
何
箇
所
を
管
理
し
て

い
る
の
か
。

（
森
管
理
Ｇ
主
査
）
16
名
と
委
託

契
約
を
結
び
、
38
の
樋
門
・
樋

管
の
管
理
を
、
４
、
７
、
８
、
９
、

10
月
の
５
か
月
実
施
し
て
い
る
。

（
植
村
委
員
）
ふ
る
さ
と
の
森
の

ふ
れ
あ
い
の
館
解
体
に
あ
た
り
、

解
体
後
、
何
か
別
な
活
用
方
法

を
検
討
す
る
話
も
あ
っ
た
が
、

検
討
さ
れ
た
の
か
。

（
野
々
村
町
長
）
事
務
事
業
評
価

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

総
合
的
に
判
断
し
て
、
担
当
者

の
ほ
う
で
何
か
考
え
る
よ
う
指

示
を
し
て
い
る
。

〈
消
防
費
〉

（
高
橋
委
員
）
木
造
の
耐
震
改
修

等
に
対
す
る
補
助
だ
が
、
今
年

度
も
１
件
も
申
し
込
み
が
な

か
っ
た
の
で
、
も
う
少
し
柔
軟

に
使
え
る
よ
う
に
な
ら
な
い
か
。

（
野
々
村
町
長
）
皆
様
方
と
議
論

を
し
な
が
ら
、
ま
た
内
部
で
も

ど
う
す
れ
ば
皆
様
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
け
る
か
、
今
後
勉
強

を
し
て
行
き
た
い
。

〈
教
育
費
〉

（
斎
賀
委
員
）
中
学
校
の
武
道
の

授
業
で
の
講
師
謝
礼
は
、
ど
の

項
目
に
載
っ
て
い
る
の
か
。

（
伊
藤
総
務
学
校
Ｇ
主
幹
）
道
の

派
遣
事
業
を
使
っ
て
い
る
の
で
、

謝
礼
は
直
接
道
か
ら
講
師
に
振

り
込
ま
れ
て
い
る
。

（
斎
賀
委
員
）
問
寒
別
の
場
合
、

廃
品
回
収
収
益
の
中
か
ら
３
万

円
を
幌
延
の
剣
道
の
方
に
支

払
っ
て
い
る
が
、
お
か
し
い
と

思
わ
な
い
か
。

（
田
村
教
育
次
長
）
１
人
で
１
年

間
の
授
業
を
し
な
け
れ
ば
、
道

か
ら
の
支
給
は
な
い
。
問
寒
別

の
場
合
は
、
３
人
を
登
録
し
て

道
に
報
告
し
て
い
る
が
、
道
で

は
そ
れ
で
は
支
給
出
来
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
廃
品
回
収
収
益

か
ら
支
出
し
て
い
る
と
思
う
。

27
年
度
に
つ
い
て
は
、
再
度
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

◆
歳
入

（
鷲
見
委
員
）
繰
越
金
が
１
億
６

千
８
百
１
万
６
千
円
で
、
益
々

増
え
て
い
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
、

予
備
費
に
繰
り
入
れ
る
べ
き
だ

と
思
う
が
、
そ
の
へ
ん
の
考
え

方
を
伺
い
た
い
。

（
飯
田
会
計
課
長
）
事
務
的
な
話

に
な
る
が
、
過
疎
・
辺
地
債
の

同
意
予
定
が
３
月
補
正
に
間
に

合
わ
な
い
。
そ
う
な
る
と
、
あ

る
程
度
特
別
交
付
金
な
ど
も
留

保
し
て
お
か
な
い
と
、
同
意
が

得
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
何
ら

か
の
財
源
を
補
て
ん
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
少

し
で
も
減
ら
す
こ
と
は
考
え
て

い
き
た
い
。

（
斎
賀
委
員
）
町
税
延
滞
金
が
何

件
分
か
知
り
た
い
。

（
伊
藤
財
政
Ｇ
主
査
）
修
正
申
告

に
伴
う
分
で
、
個
人
と
法
人
で

１
件
づ
つ
の
計
２
件
。

◆
財
産
に
関
す
る
調
書

（
斎
賀
委
員
）
ト
ラ
ッ
ク
、
乗
用

車
を
持
っ
て
い
る
の
に
、
洗
車

機
は
保
有
し
て
い
な
い
の
か
。

（
飯
田
会
計
課
長
）
道
路
セ
ン

タ
ー
に
１
台
あ
る
。
施
設
改
修

事
業
の
中
で
整
備
し
た
も
の
で
、

備
品
に
は
載
せ
て
い
な
い
。
備

品
は
、
１
品
１
百
万
円
以
上
を

計
上
し
て
い
る
。

（
吉
原
委
員
）
山
林
が
４
万
㎡

減
っ
て
い
る
が
、
ど
こ
が
減
っ

た
の
か
。

（
渡
邊
財
政
Ｇ
主
査
）
天
塩
防
災

の
関
係
で
、
山
林
を
売
っ
た
こ

と
に
よ
り
減
っ
て
い
る
。

（
吉
原
委
員
）
山
林
の
間
伐
だ
と

か
、
何
か
し
な
く
て
も
よ
い
の

か
。

（
桜
井
経
済
課
長
）
年
間
１
〜
２

千
万
円
程
度
か
け
て
、
間
伐
だ

け
で
な
く
植
栽
等
色
ん
な
作
業

を
、
こ
こ
数
年
行
っ
て
い
る
。

◆
総
括

（
斎
賀
委
員
）
幌
延
町
情
報
ボ
ッ

ク
ス
と
い
う
の
を
出
し
て
い
る

が
、
26
年
度
に
出
る
25
年
度
分

と
、
福
祉
手
帳
の
26
年
度
版
も

出
て
い
な
い
。

（
宮
古
総
務
課
長
）
情
報
ボ
ッ
ク

ス
に
つ
い
て
、
他
の
業
務
多
忙

で
26
年
度
は
作
っ
て
い
な
い
。

今
年
度
、
26
・
27
年
度
分
を
合

わ
せ
て
作
り
た
い
。

（
藤
田
町
民
課
長
）
大
き
く
変

わ
っ
た
所
が
な
い
の
で
、
26
年

度
分
の
福
祉
の
手
帳
は
作
ら
な

か
っ
た
。
本
年
度
、
大
き
く
変

わ
っ
た
所
が
あ
れ
ば
、
中
身
を

見
直
し
な
が
ら
情
報
提
供
し
て

い
き
た
い
。

（
斎
賀
委
員
）
問
寒
別
の
公
営
住

宅
の
住
民
の
方
が
、
冬
期
間
の

生
活
に
不
便
を
感
じ
て
い
る
と

以
前
報
告
し
た
。
担
当
の
方
か

ら
は
現
状
を
把
握
に
行
く
と
の

こ
と
だ
っ
た
が
、
行
っ
た
の
か

伺
い
た
い
。

（
島
田
管
理
Ｇ
主
幹
）
実
際
に
現

地
に
行
っ
て
、
入
居
者
の
方
か

ら
お
話
を
聞
い
て
い
る
。
冬
期

間
に
３
回
程
度
伺
い
、
写
真
も

撮
っ
て
い
る
が
、
昨
冬
は
支
障

が
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
今
後
も
、

冬
に
足
を
運
び
、
状
況
を
把
握

し
て
検
討
し
た
い
。

（
斎
賀
委
員
）
昨
年
の
町
民
と
の

意
見
交
換
会
で
、
町
民
の
方
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
フ
リ
ー

ス
ポ
ッ
ト
の
設
置
を
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
意
見
が

あ
っ
た
が
、
現
在
の
進
捗
状
況

を
伺
い
た
い
。

（
梶
総
務
Ｇ
主
査
）
や
り
方
と
し

て
は
、
す
ご
く
費
用
が
か
か
る

や
り
方
と
、
比
較
的
安
価
に
済

む
方
法
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に

長
短
あ
る
た
め
、
現
在
検
討
中
。

（
斎
賀
委
員
）
繰
越
金
が
い
っ
ぱ

い
出
て
い
る
。
町
長
は
議
員
の

時
に
、
農
業
振
興
等
に
た
く
さ

ん
お
金
を
使
っ
て
い
く
の
だ
か

ら
、
基
金
に
積
ん
で
い
っ
て
は

ど
う
か
と
質
問
し
て
い
た
。
町

長
に
な
ら
れ
て
、
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

（
野
々
村
町
長
）
一
生
懸
命
経
費

を
削
減
し
て
、
高
額
な
繰
越
し

が
出
来
た
と
い
う
こ
と
で
、
基

金
に
積
ま
せ
て
い
た
だ
き
、
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な

が
ら
メ
リ
ハ
リ
を
付
け
て
、
地

域
の
経
済
を
保
っ
て
い
き
た
い
。

◆
幌
延
町
立
診
療
所
特
別
会
計

（
吉
原
委
員
）
医
師
確
保
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
町
長
は
考
え

て
い
る
の
か
。

（
野
々
村
町
長
）
大
変
大
切
な
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
る
。
今
の
所

長
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
ま
で
一

生
懸
命
し
て
く
れ
る
先
生
は
い

な
い
と
、
大
変
感
謝
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
す
ぐ
に
ど
う

こ
う
と
い
う
話
で
は
な
い
が
、

私
自
身
も
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し

て
、
ど
う
い
う
形
で
パ
イ
プ
を

と
れ
る
か
と
い
う
こ
と
に
努
力

を
し
て
い
る
。

◆
幌
延
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計

（
鷲
見
委
員
）
毎
年
の
よ
う
に
最

高
限
度
額
を
上
げ
て
き
た
。
今

の
段
階
で
い
く
と
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
が
増
え
て
い
く
こ

と
に
な
る
か
と
思
う
が
、
国
保

会
計
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
ど

う
い
う
方
向
で
進
め
て
行
こ
う

と
し
て
い
る
の
か
。

（
野
々
村
町
長
）
平
成
30
年
に
道

一
括
と
し
て
国
保
が
運
営
さ
れ

る
と
聞
い
て
い
る
。
不
足
分
に

つ
い
て
は
、
今
ま
で
同
様
、
法

定
外
で
埋
め
て
行
く
。

（
鷲
見
委
員
）
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
を
、
ど
の
辺
に
ボ
ー
ダ
ー

ラ
イ
ン
を
お
い
て
考
え
て
い
る

の
か
。

（
藤
田
町
民
課
長
）
３
年
後
に
は

北
海
道
の
ほ
う
に
移
っ
て
い
く
。

全
道
、
宗
谷
管
内
の
平
均
的
な

税
率
を
見
な
が
ら
税
率
を
定
め
、

北
海
道
に
移
っ
た
時
に
大
幅
に

上
が
ら
な
い
よ
う
に
、
慎
重
に

見
極
め
な
が
ら
考
え
て
行
き
た

い
。

（
斎
賀
委
員
）
平
成
30
年
に
向
け

て
、
滞
納
繰
越
分
の
処
理
を
ど

う
進
め
て
行
く
の
か
。

（
飯
田
会
計
課
長
）
現
在
の
滞
納

分
は
、
町
の
ほ
う
で
今
後
も
解

消
を
し
て
い
く
。

◆
幌
延
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計

（
鷲
見
委
員
）
還
付
金
の
内
訳
は
。

（
岡
田
生
活
環
境
Ｇ
主
幹
）
過
去

の
還
付
金
を
計
算
し
直
し
た
と

こ
ろ
、
還
付
加
算
金
が
発
生
し

た
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
そ

の
分
を
支
出
し
た
。

（
鷲
見
委
員
）
後
期
高
齢
者
の
負

担
金
が
、
老
健
の
時
か
ら
み
る

と
か
な
り
多
い
よ
う
な
感
じ
が

す
る
が
ど
う
か
。

（
藤
田
町
民
課
長
）
基
本
的
に
、

か
か
る
医
療
費
が
増
え
て
い
る

と
い
う
の
が
実
態
か
と
思
う
。

◆
幌
延
町
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計

（
無
量
谷
委
員
）
水
道
使
用
料
の

滞
納
件
数
は
。

（
島
田
管
理
Ｇ
主
幹
）
34
件
。

（
吉
原
委
員
）
雪
印
の
ほ
う
に
２

つ
あ
る
井
戸
の
内
、
１
つ
が
潰

れ
て
奥
に
移
し
た
が
、
将
来
的

に
安
定
が
見
込
め
る
の
か
。

（
植
村
施
設
Ｇ
主
幹
）
１
時
間
当

た
り
36
ト
ン
で
、
か
な
り
の
量

を
保
っ
て
い
る
。
現
在
の
と
こ

ろ
は
間
に
合
う
と
思
う
。

（
吉
原
委
員
）
町
の
水
道
を
１
本

化
す
る
の
は
、
い
つ
頃
に
な
る

の
か
。

（
桜
井
経
済
課
長
）
今
、
問
寒
別

で
補
助
事
業
を
や
っ
て
お
り
、

完
了
が
平
成
30
、
31
年
を
予
定

し
て
い
る
。
上
幌
延
・
開
進
に

つ
い
て
も
同
じ
く
営
農
用
水
事

業
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の

事
業
が
終
わ
り
次
第
、
幌
延
地

区
の
簡
水
に
１
本
化
し
て
行
き

た
い
。

平
成
26
年
度
幌
延
町

特
別
会
計
決
算
審
査
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